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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 20 年８月 15 日に発表しました平成 20 年 12 月期（平成 20 年１月１

日～12 月 31 日）の通期業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 12 月期通期業績予想の修正（平成 20 年１月１日～12 月 31 日） 

（１）連結業績予想                            （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想(A) 18,800 △2,750 △3,250 △3,950 △31.00

今回修正予想(B) 14,500 △5,200 △6,300 △6,900 △54.15

増減額(B-A) △4,300 △2,450 △3,050 △2,950 △23.15

増減率(％) △22.9 － － － －
参考：前期実績 

（平成 19 年 12 月期） 
19,672 10 338 △87 △0.69

 

（２）個別業績予想                                      （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想(A) 9,750 △900 △1,400 △2,600 △20.40

今回修正予想(B) 5,700 △4,200 △4,900 △6,400 △50.22

増減額(B-A) △4,050 △3,300 △3,500 △3,800 △29.82

増減率(％) △41.5 － － － －
参考：前期実績 

（平成 19 年 12 月期） 
10,202 △508 150 △1,099 △8.63

 

２．連結・個別業績予想修正の理由 

資源・資材・原材料価格の高騰や昨今にみられる世界経済の減速など、依然として先行きへ

の見通しが不透明な環境の下、当社の顧客層に多い業種である建設・不動産・自動車関連・エ

ネルギー関連産業においては業績悪化や企業倒産が相次ぐなど、厳しい経営環境となっており

ます。この状況は今後も続くと予想しており、中小企業の新規事業への進出意欲がさらに減退

することを見込み、当社グループの第４四半期の業績予想を修正いたしました。 

この第４四半期においては、来期以降につながる営業構造を構築すべく、業務提携先との事

業シナジーを創造することに注力するとともに、昨今すすめております事業所の閉鎖・縮小や

徹底した販管費の圧縮、さらには提携先への従業員の出向等を通じてコスト構造の改善を図り、
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収益性を改善してまいります。 

なお、資本増強策のひとつとしてすすめてまいりました株式会社カーブスジャパン（連結子

会社）株式の譲渡により、第４四半期に特別利益（連結約 1,400 百万円、単体 1,793 百万円）

を計上する予定であり、第３四半期（1～9月）に計上した純損失は改善する見込みであるもの

の、直近の経営環境などを鑑み、連結売上高は 14,500 百万円、営業損失は 5,200 百万円、経常

損失は 6,300 百万円、当期純損失は 6,900 百万円へとそれぞれ前回発表から下方に修正してお

ります。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 

 


